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宮崎県における口蹄疫発生への岡山県の対応について 
岡山県農林水産部畜産課  

 

１ はじめに 

 平成２２年４月、宮崎県都農町で口蹄疫の

患畜が確認され、発生が爆発的に拡大しまし

た。発生地域は宮崎県下５市６町にまで拡が

り、宮崎県では非常事態宣言が出されるなど、

甚大な被害となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 口蹄疫は牛や豚といった蹄が２つに分かれ

ている動物が感染し、伝染力が非常に強い病

気です。感染した家畜には口、蹄、乳頭に水

疱ができ、多量のよだれや発熱、食欲不振等

の症状が見られます。致死率は高くないもの

の、感染した家畜は産業動物としての価値を

失い、経済的損失が大きいことから、我が国で

は高病原性鳥インフルエンザなどとともに悪性

の伝染病とされています。国内では１０年前に

宮崎県と北海道で発生が確認されましたが、

迅速な防疫対応により、牛４戸７４０頭の殺処

分で終息しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの岡山県の対応 

 今回の宮崎県における口蹄疫の発生に際

し、これまで岡山県のとった対応について説明

いたします。 

 

（１）情報提供、異常畜の確認調査 

 ４月２０日に疑似患畜が確認されてから、４

月２３日までに県下の牛・豚等飼育農家を対

象に、情報の提供と聞き取りによる飼育家畜の

異常の有無を確認しました。 

 また、農家等からの相談や通報に備え、家

畜保健衛生所等においては休日を含む受報

体制を整備するとともに、関係機関への口蹄

疫に関する情報提供を行ってきました。 

  一方、一般消費者に対しても、口蹄疫に

よる風評被害を防ぐため、県のホームペー

ジにチラシを掲載し、「食肉、牛乳の安全

・安心」をＰＲしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<風評被害防止ＰＲ用のチラシ> 

 

（２）防疫対策会議の開催、関係機関との連携 

 防疫対策については、県の機関に加え、

畜産関係団体との連携が不可欠なことか

ら、現在、防疫対策会議を３回開催し、万

一の発生に備え連携を確認するとともに、

関係団体等に防疫対策の徹底を要請しまし

た。 

 また、全農岡山県本部総合家畜市場のセ

リ開催日には施設等の消毒に協力をしてい
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ます。 

 

（３）家畜防疫員等の人員の現地派遣 

 宮崎県において感染の拡大を受け、国・

宮崎県からの要請により、これまでに獣医

職員等を１６名派遣しています。 

 今後も獣医職員等の派遣が予定されてお

ります。 

 

（４）県有種雄牛の分散飼育 

  宮崎県では県畜産試験場や宮崎県家畜改

良事業団といった、種雄牛や種豚の飼育施

設が移動制限区域内に入っただけでなく、

当該家畜においても感染が確認され、殺処

分されました。 

 そのため、岡山県では万一の発生時に凍

結精液の供給停止や種雄牛の殺処分といっ

た被害を最小限に抑えるため、県農林水産

総合センター畜産研究所（美咲町）で一括

管理していた県有種雄牛及び凍結精液の一

部（基幹種雄牛「西花８」を含む６頭と精

液３万本）を約３３km 離れた県農林水産総

合センター本所（赤磐市）に移動させ、分

散飼育を開始しました。 

 

（５）消毒薬・消毒機材の配備 

 現地での発生拡大を踏まえ、消毒薬とし

て消石灰の配布を５月１９日から実施し、

消毒の徹底を指示しました。 

 その後も終息の兆しが見られないことか

ら、追加で消石灰と塩素系の消毒薬を配布

し、農家での消毒の再徹底を図るとともに、

市町村へ動力噴霧機を配備し、農家への貸

し出しにより、効果の高い消毒ができる体

制を整備しました。 

 

３ 今後に向けた対応 

 ～発生時を想定した体制整備～ 

 岡山県又は隣接県での発生に備え、県の

危機管理チーム会議を開催し、県庁内の体

制整備について確認し、５月２８日には岡

山県口蹄疫対策本部設置要綱を制定しまし

た。また、発生時に迅速な対応を行えるよ

う、防疫対策マニュアルを整備しています。 

 ５月３１日には県市町村等連絡会議を開

催し、市町村における体制整備を依頼する

とともに、市町村と連携し県内及び隣接県

での発生に備え、県内の消毒ポイントや埋

却地の確認調査を実施しています。また、

市町村に配備する動力噴霧機など、各種消

毒機材の確保を進めています。 

 加えて、近隣県（中国５県や兵庫県）と、

地域への侵入防止や発生時の対応について

の情報の交換、連携を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈５月３１日、県市町村等連絡会議の開催〉 

 

４ 最後に 

 今回の大規模な発生を受け、６月４日に、

口蹄疫対策特別措置法が施行されたことか

ら、埋却地の確保が進み、防疫措置は６月

に入り急ピッチで進むようになり、発生農

場の家畜の殺処分は、６月２４日に終了し

ました。 また、６月１９日以降、新たな

疑似患畜の確認がなく、終息の兆しがよう

やく見えてきたところです。しかし、まだ

まだ予断を許さない状況にあります。 

 今回の口蹄疫の発生により本病が畜産業

だけでなく、地域経済全体に及ぼす影響が

いかに大きいかを見せつけられました。 

 口蹄疫の発生を防止するには、第一に「ウ

イルスを農場内に持ち込まない」ことが重

要であり、今後も岡山県では市町村、関係

機関と緊密な連携のもと、口蹄疫の防疫体

制の強化に万全を期してまいります。 


